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研究成果の概要（和文）：多数のレーダーのエコー合成図を作成し、インドシナ半島上の台風の

全体像を捕らえることができた。長寿命台風では半島上に降水に好都合な気象状況となってい

ることも示すことができた。数値実験では台風の中心位置が観測と良く一致する結果を得るこ

とができた上、レーダーデータと共に上陸後の衰退期の台風構造を捕らえることにも成功した。

また、半島東海岸中部では秋季に特に台風による降雨が多くなることや ENSO の影響を強く受け

ていることも明らかにした。	 

 
研究成果の概要（英文）：Radar	 data	 composite	 map	 covering	 almost	 whole	 Indochina	 was	 
constructed	 successfully	 from	 many	 radars	 in	 Thai,	 Lao	 and	 Vietnam.	 It	 was	 shown	 that	 
the	 atmospheric	 environment	 was	 favorable	 for	 precipitation	 in	 cases	 of	 long-life	 
typhoons	 passing	 over	 the	 Indochina.	 Regional	 numerical	 model	 simulation	 reproduced	 the	 
typhoon	 center	 position	 very	 well,	 and,	 more	 over,	 caught	 the	 characteristics	 of	 internal	 
structure	 of	 decaying	 typhoon	 in	 the	 Indochina	 as	 well	 as	 Doppler	 radar	 analysis	 of	 Lao	 
radar	 data.	 It	 was	 also	 found	 that	 the	 precipitation	 from	 typhoons	 significantly	 increased	 
in	 autumn	 in	 the	 eastern	 middle	 coast	 of	 the	 Indochina	 and	 was	 strongly	 affected	 by	 ENSO. 
 
交付決定額 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合	 計 
２００９年度 3,700,000	 1,110,000	 4,810,000	 

	 ２０１０年度 3,200,000	 960,000	 4,160,000	 

２０１１年度 3,100,000	 930,000	 4,030,000	 

年度 	 	 	 

	 	 年度 	 	 	 

総	 計 10,000,000	 3,000,000	 13,000,000	 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：社会・安全システム工学、自然災害科学 
キーワード：気象災害 
 
１．研究開始当初の背景 
	 インドシナ半島にはほぼ毎年複数個の台風

が接近・上陸し、多数の死者がでる大きな災

害が発生している。それら台風の多くは上陸

後に急速に衰弱するため、ベトナムなど沿岸

国には大きな被害があるものの、西向きに進
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む台風から見てインドシナ半島の反対側にな

るミャンマーや、内陸のラオス、タイ、カン

ボジアに大被害をもたらすことは少ない。	 

	 しかし、数年に1	 個の割合で、半島を横断

し内陸各国に広範で大きな災害を引き起こす

台風がありながらこれまでほとんど国際的に

認知されず研究もされていず、また、どのよ

うな環境下で台風が内陸まで進入するのか詳

しく分かっていないため被害が絶えなかった。

しかし、通常気象観測網に加えて最新レーダ

ーの運用が内陸部のラオスでも始まり、イン

ドシナ半島全体に広がる数十点の自動雨量計

網も展開を完了しているなど、研究環境は整

ってきた。	 	 

	 

２．研究の目的 
	 ベトナムが展開した沿岸部ほぼ全域をカバ

ーするレーダー観測網とラオスとタイによっ

て展開されているほぼ全内陸域をカバーする

レーダー観測網のデータを統合し、インドシ

ナ半島スケールのレーダー合成を行う。その

ことにより、インドシナ半島に上陸・西進す

る台風のエネルギー源である凝結・降水の構

造と特性を調べる。また、雲解像領域数値実

験によって台風の事例再現計算を実行し、イ

ンドシナ半島上の台風の構造を調べる。さら

に、本研究で得られた科学的成果を東南アジ

ア各国に技術移転し災害軽減のために役立て

ることを目的とする。	 

	 

３．研究の方法 
(1)	 概要	 

	 通常地上観測と高層観測データの他、タイ

気象局、ラオス気象水文局、ベトナム水文気

象局と協力して半島スケールでのレーダー特

別観測の実施とデータの保存を行い、降水シ

ステムの解析を広域で多角的に行う。その際、

申請代表者らのグループが展開した自動雨量

計網を高時間分解能のグランドツルースとし、

レーダーによる雨量推定精度を向上させる。

データ解析研究から推定される上陸後の台風	 

の特性を確認し、さらに観測困難な諸量の時

空間構造を調べるため、領域数値モデル計算

を実行する。その際、モデル感度実験によっ

て推測された特性をもたらす要因を特定しそ

の寄与を明らかにする。	 

	 

(2)	 研究体制	 

	 研究メンバーを大きく二つのグループに分

け、データ解析を行うデータ解析グループ（松

本、横井、勝俣、森、荻野）と領域数値モデ

ルを用いた高解像度実験を行うモデルグルー

プ（里村、横井）を設けた。また、海外共同

研究者（研究協力者）として、タイ、ラオス、

ベトナムそれぞれレーダーを展開している各

国気象機関の計５名の研究者にも参加いただ

き、データの取得・提供・吟味を担当してい

ただいた。	 

	 

４．研究成果	 

(1)	 主な成果	 

	 レーダー合成に関しては図 1のようにベト

ナム、ラオス、タイそれぞれのレーダーを用

いて作成することができ、台風の全体像をレ

ーダーで捕らえることができた。また、ラオ

図 1．2007 年 10 月 4 日 07UTC におけるレ

ーダー合成図。台風 LEKIMA の例。	 



 

 

スビエンチャンレーダーを対象にして精度

良い合成を行う際に不可欠となるレーダー

エコー強度較正を実施し、TRMM-PR との比較

においてビエンチャンレーダーが 1dBZ の過

小評価となっていることを見いだした。また、

レーダーによる雨量推定に用いられる Z-R 関

係式をラオス国内の雨量計資料と比較した

ところ、Z=250R1.2が最も適当であることが分

かった。	 

	 台風降水システムの内部構造に関しては、

10 月にインドシナ半島に上陸した台風つい

て上陸直前の環境場や上陸後の降水分布を

比較した。短寿命台風に比べ，長寿命台風で

は半島上に降水に好都合な環境場が形成さ

れていたことが分かった。数値実験において

は、積雲パラメタリゼーションの選択や計算

領域の適切な設定により、計算された台風の

中心位置や暴風半径、勢力の時間変化が観測

と良く一致させることできることを確認し、

その数値実験結果とビエンチャンレーダの

ドップラー速度分布とを比較した。その結果、

LEKIMA の台風スケールの気流構造として下

層の収束と中層の発散が共に見え、上陸後の

衰退期の台風構造を捕らえることにも成功

し（図 2）、熱帯陸上での台風衰退メカニズ

ムについて観測に基づく議論が可能となっ

た。	 

	 また、ベトナムにおける台風による降水量

および大雨に対する台風接近による降雨の

季節性と年々変化を解析し、中部ベトナムの

秋季に特に台風による降雨が多くなること、

ENSO の影響を強く受けていることも明らか

にした。	 

(2)	 インパクト	 

	 インドシナ半島規模でのレーダー合成は、

この研究によって世界で初めて行われたも

のである。そのインパクトは大きく、国連の

下部機関である世界気象機構の台風委員会

が大きな関心を示し、台風委員会の事業とし

てインドシナ半島各国所有のレーダーの合

成システム作成を推進することになった。	 

(3)	 展望	 

	 タイでは全土に雨量計ネットワークを構

築しており、それらを用いてレーダーデータ

を較正することができれば、精度良い台風内

部降水システムの観測研究が可能になるで

あろう。そのデータと数値モデルとを組み合

わせることにより、さらに陸上台風の理解を

進展させることが可能になると考えられる。	 
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